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近年の男女共同参画に関する新たな取り組み 

     2017.10.11 

会長 中島美幸 

国 

１．女性の活躍 １．女性の活躍 １．女性の活躍 １．女性の活躍 

①2015年 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」(女性活躍推進法)」 

 ◆「女性活躍加速のための重点方針 2017」    

  Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍 

 ・女性活躍に資する働き方改革の推進 長時間労働の是正、同一労働同一賃金   

 ・男性の暮らし方・意識の変革  男性の育児休業、「男の産休」取得促進  

 ・あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成、 

  Ⅱ 女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

 ・女性に対するあらゆる暴力の根絶  ワンストップ支援センター       

            若年層を対象とした性的な暴力の根絶に向けた取組 

 ・女性活躍のための安全・安心への支援 ひとり親家庭等への支援 

 ・生涯を通じた女性の健康支援の強化 

  Ⅲ 女性活躍のための基盤整備   

 ・子育て、介護基盤の整備  待機児童の解消・介護離職ゼロ、多様な保育の受け皿の拡充 

 ・女性活躍の視点に立った制度等の整備 

 

※長時間労働の是正など「ワーク・ライフ・バランス」(WLB)(仕事と生活の調和) 2007年～ 

 

２．暴力 ２．暴力 ２．暴力 ２．暴力 

①2017年 7月 性犯罪規定を改正・厳罰化(刑法改正)  

 

②2015年～ 児童相談所全国共通ダイヤル「189」に  児童虐待件数・過去最高 特に「面前 DV」 

 

３．性的マイノリティー ３．性的マイノリティー ３．性的マイノリティー ３．性的マイノリティー 

①2016年 4月・文部科学省 

「性同一性障害や性的指向・性自認に係る、児童生徒に対するきめ細かな対応等の実施について（教職員向け）」 

 

①2015年４月･文科省通知｢性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等について｣ 

 

※ＬＧＢＴに特化した教員研修―― 都道府県・政令指定都市教育委員会 約６割の４０教委行う 

      参加率は平均で約７％         (朝日新聞 2017.5)  
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愛知県 

①2016年～「あいち女性輝きカンパニー」優良企業として表彰する制度を新設 

   ３０１人以上の部  中部電力、東海東京証券、トヨタ自動車 

   ３００人以下の部  カノークス 

  認証企業数 313社（2017年 9月末現在） 

 

②2014年～「女性の活躍促進宣言」   974社（2017年 9月 15日現在） 

 

国連 

①2015年～ 「持続可能な開発目標（SDGs）」  

  17の目標の 5番目 

    「Girls’ Progress equals Goals’ Progress: What Counts for Girls 

         （ガールズの前進はゴールズの前進：女児にとって大切なこと）」 

 

②2014年 UN  Women｢映画に描かれた女性のイメージの研究報告」  

      〝女性の活躍を描くことで未来が変わる〟 

 

③2012年～  国連制定「国際カールズデー」10月11日  「International Day of the Girl Child」 

 女子の人権について考え、教育とエンパワーメントを推進。世界各国でイベント開催 

 

⇒社会の動向  ディズニー作品の変化、ウイスパーCM「女の子らしく走ってみて」2015年 等 

 

国連「女子差別撤廃委員会」 日本への勧告  2016年 3月   

・本条約の法的地位、認知度及び選択議定書の批准    

・女性に対する差別の定義 直接差別・間接差別についても  

・差別的な法律及び法的保護の欠如   民法：婚姻年齢、選択的夫婦別氏、再婚禁止期間、婚外子・非嫡出子 

・国内人権機構        独立した人権委員会の設置 

・女性の地位向上のための国内本部機構    男女共同参画担当大臣が特命大臣で兼任   

・暫定的特別措置  法定のクオータ制など 

・固定観念と有害な慣行   家父長制に基づく考え方・男女の役割・責任についての固定観念 

     メディアの固定的描写やポルノグラフの問題、教科書・教材の見直し 

・女性に対する暴力    強姦の定義を拡張、刑法の改正 

・人身取引及び売買春による搾取   風俗産業(売買春、ポルノ映画製作)での性的搾取 

・「慰安婦」   被害者の救済の権利 「慰安婦」問題を教科書に組み込む、歴史的事実を伝える 

・政治的及び公的活動への参画  2020年までに 30％加速。マイノリティ女性の決定権  など 



















�  調調調 

男女共同参画意識に関する調査へのご協力のお願い 

県県のののののの 

日 ごごごご、県県の推推にににのににご理理と ご協協ををををに、誠ににに にと

う ごうをのう。  

この 調調は、男男男男男男に関にに、県県にに住のをのののののの意意や実実を

把把うすすのす、調調調調を今今の県の施施を検検うす上すの基基基基ににををと

考えににに のう。  

このをこ、満２２歳歳上の男男男２，２ ２ ２人の方を無無無に抽抽のさにををを

をを調調、にのを様に対対と のに のにを。  

に 忙にをと こご大大大大すうに、調調の趣趣をご理理をををに、調調にご協協を

ををにのうたう に願を申に上げのう。  

平平             ２ ２年９月 愛愛県 

＜ご記入にあたって＞ 

◆ あて名のご本人がお答えく ださい。  

◆ ご記入は、 濃いえんぴつ、 ボールペン又は万年筆でお願いします。  

◆ お答えは、 あてはまる答えの番号を○で囲んでく ださい。  

  「 その他」 にあてはまる場合は、お手数ですが、（   ） 内になるべく 具体的に、そ

の内容をご記入く ださい。  

◆ 設問によっては、回答していただく 方が限られる場合がありますので、注意書きをよ

く お読みく ださい。  

◆ ご記入いただいた調査票は、 ９ 月１５ 日（ 月） までに同封の返信用封筒（ 切手不要）

に入れて投函してく ださい。

 本調査について、 ご不明な点がありましたら、 下記までお問い合わせく ださい。  

 愛知県県民生活部男女共同参画室 担当： 飯田、 風岡 

  〒460-8501  名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話： 052-954-6178 又は6179（ ダイヤルイン）  
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＜男男の平平ににをに＞ 

問１ にのをは 、次ににげす分分す、男男の地地は平平にのに にをすと 思をのうご。  

（ （ごごＨににをににににに○ ををと に）
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（  家家家家  １  ２  ３  ４  ５  ６  

６Ｂ  職職      １  ２  ３  ４  ５  

６Ｃ  学学学学の職 １  ２  ３  ４  ５  

６Ｄ  地地家地の職 １  ２  ３  ４  ５  

６Ｅ  県政の職 １  ２  ３  ４  ５  

６Ｆ  法法や制制の上 １  ２  ３  ４  ５  

６Ｇ  社社社社・ 慣慣・ ににをに のど １  ２  ３  ４  ５  

６Ｈ  社社社社と にに   １  ２  ３  ４  ５  

問２ にのをは 、男男に社社のにごのす分分すすに と 平平にのすをにには何に重重をと 思

をのうご。（ ○ はをは にすす）

１  法法や制制の見見にを行を、性性性ににのにすすのを改にす  

２  男性を取に 巻は ののうのの偏見や社社社社、慣慣、ににをに のどを改にす  

３  男性女女に経経協をにををに 、愛意・ 技技を慣習うすのど、積積積に協の向上を図

す  

４  男性の就就、社社男社を支支うす施施やややややの充実を図す  

５  行県や企就のどの重重の役職に男性を積積積に登登うす制制を採登・ 充実うす  

６  学学学学や社社学学・ 家生学慣の職す、男男の平平と 相相の理理や協協ににをにの

学慣を充実うす  

７  にの他 具社積( に）  

８  わごごのを  
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＜男性の社社推抽ににをに＞ 

問３ にのをに 、男性に増えす方にたをと 思う 職就や役職は何すうご。（ ○ はをは にすす）

１  企就の管理職 

２  国家国国国、地方国国国の管理職 

３  小学学、中学学、高平学学の管理職 

４  弁弁弁、医医のどの専専職 

５  大学、企就のどの研研研 

６  女政社、 、、 （のどの役国 

７  都都都県、市市市の首首 

８  国社国国、都都都県国社国国、市市市国社国国 

９  にの他（ 具社積に）  

１ ２  わごごのを  

問４ にのをは 、県政や行県ににをに、県施の企男や方方方方の過過に男性の男男に推ん

すをのを理理は何をと 思をのうご。（ ○ はをは にすす）

１  家家、職職、地地ににをす性性役性分性、性性性の意意 

２  男性優地の組組組組 

３  家家の支支・ 協協に習ごにのを  

４  男性の能協能能の機社に不不分 

５  男性の家地を支支うすすす すすやすの不不 

６  男性女の積積性に不不分 

７  にの他 具社積( に）  

８  わごごのを  

問５ 男性 に職就を持にこと ににをに、 にのをの考え方は次のどにに近をすうご。  

（ ○ はをと に）

１  男性は職就を持をのをたう にたを  

２  調結うすのすは職就を持にたう にたを  

３  子どすにすにすのすは、職就を持にたう にたを  

４  子どすにすににす、 ずに と 職就を持ち続をすたう にたを  

５  子どすにすにをご仕仕をやに、大には のに をご再こ職就を持にたう にたを  

６  にの他（ 具社積に）  

７  わごごのを  
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＜調結、家家・ 地地家家に関うす意意ににをに＞ 

問６ にのをは 、、 夫は外す働に、妻は家家を守するに」 と をう 考え方ににをに、どう 思を

のうご。（ ○ はをと に）

１  賛平  ２  どちごごと をえば賛平 ３  どちごごと をえば反対  

４  反対  ５  わごごのを   

問７ にのをは 、次ににげす調結、離結のどに関うす考え方ににをに、 どう 思をのうご。  

（ （ごごＣににをににににに○ ををと に）
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（  調結は個人の女理すにすごご、調結ににすに

のは にすどちごすすたを   
１  ２  ３  ４  ５  

Ｂ  調結ににす必ずにす子どすをすに必重はのを １  ２  ３  ４  ５  

Ｃ  調結ににす相相に満不すにのをと には離結う

にばたを    
１  ２  ３  ４  ５  

問８ 、 現現調結ににをす方（ 又ははやすはやと 暮ごににをす方）」 にに聞ににのう。にの

をの家家すは、次ににげす家仕は主に誰に分性ににをのうご。  

（ （ごごＨににをににににに○ ををと に）

４

家
族
社
国

５

に
の
他
の
人

３

夫
婦

６

わ
ご
ご
の
を

１

夫
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妻

（  食仕のにをは  １  ２  ３  ４  ５  ６  

Ｂ  食仕の今ごをかを・ 食食食を   １  ２  ３  ４  ５  ６  

Ｃ  掃掃 １  ２  ３  ４  ５  ６  

Ｄ  食洗   １  ２  ３  ４  ５  ６  

Ｅ  買を物    １  ２  ３  ４  ５  ６  

Ｆ  家家の管理 １  ２  ３  ４  ５  ６  

※子学に中、介弁中の方はＧ、 Ｈににをにすに答えは をのを。

Ｇ  子学に（ 子どすの世世、 ににを、学学のど） １  ２  ３  ４  ５  ６  

Ｈ  介弁（ 介弁の必重の親の世世、病人の介弁のど） １  ２  ３  ４  ５  ６  
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問９ にのをは 、家家の中す仕仕、家家家家、地地・ 個人の家家す何を優優にのうご。  

（ （、 Ｂににをににににに○ ををと に）

（  希希と にに  

１  、 仕仕」 を優優にをを  

２  、 家家家家」 を優優にをを  

３  、 地地・ 個人の家家」 を優優にをを  

４  、 仕仕」 と 、 家家家家」 をと すに優優にをを  

５  、 仕仕」 と 、 地地・ 個人の家家」 をと すに優優にをを  

６  、 家家家家」 と 、 地地・ 個人の家家」 をと すに優優にをを  

７  、 仕仕」 と 、 家家家家」 と 、 地地・ 個人の家家」 の三にと す大大ににをを  

８  にの他（ 具社積に）  

９  わごごのを  

Ｂ  現実と にに  

１  、 仕仕」 を優優ににをす  

２  、 家家家家」 を優優ににをす  

３  、 地地・ 個人の家家」 を優優ににをす  

４  、 仕仕」 と 、 家家家家」 をと すに優優ににをす  

５  、 仕仕」 と 、 地地・ 個人の家家」 をと すに優優ににをす  

６  、 家家家家」 と 、 地地・ 個人の家家」 をと すに優優ににをす  

７  、 仕仕」 と 、 家家家家」 と 、 地地・ 個人の家家」 の三にと す大大にににをす  

８  にの他（ 具社積に）  

９  わごごのを  

問１２ にのをは 、仕仕歳外に地地す何ご家地に男社にを経経はにに のうご（ ○ はをと に）。 

１  現現男社ににをす→（ １ ）、（ ２ ） の

２  ごにに男社ににををに現現は中中ににをす→（ １ ）、（ ２ ） の

３  男社にをこ と はのを→（ ２ ） の  
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（ １ ）  現現（ 今のすに） どのたう の家地に男社ににをのうご（ にを経経ににに のうご）

（ ○ はをは にすす）。  

１  、、 （や子どす社 

２  男性の社や地地男性地社（ 又は男性の社や地地男性地社）  

３  市県社や女政社 

４  老人すククや高高研の社 

５  Ｎ、Ｎややクややや や地社のど県民の非組非家地地社 

６  学教・ 趣趣・ や・や・のややす・  

７  にの他（ 具社積に）  

８  わごごのを  

（ ２ ）  今今又は引に続に、にのをに男社にをを家地はにに のうご（ ○ はをは にすす）。  

１  、、 （や子どす社 

２  男性の社や地地男性地社（ 又は男性の社や地地男性地社）  

３  市県社や女政社 

４  老人すククや高高研の社 

５  Ｎ、Ｎややクややや や地社のど県民の非組非家地地社 

６  学教・ 趣趣・ や・や・のややす・  

７  にの他（ 具社積に）  

８  をずにす男社にをは のを  

９  わごごのを  

問１１ にのをは 、今今、男性に男性と と すに家仕、子学に、介弁、地地家地に積積積に

男社ににをは をにには、どのたう のこ と に必重をと 思をのうご。（ ○ はをは にすす） 

１  男性に家仕のどに男社うすこと に対うす男性女女の抵抵抵をのは う 

２  男性に家仕のどに男社うすこと に対うす男性の抵抵抵をのは う 

３  夫婦や家族民すので で で ででやでで やをたは はごす  

４  年年研やのわに の人に、夫婦の役性分性平ににをにの当仕研の考え方を尊重うす

５  社社の中す、男性にたす家仕、子学に、介弁、地地家地ににをにす、にの評評を高にす

６  労働労民労大や休休制制を普普うすこと す、仕仕歳外の労民をたに多は 持にすたう にうす

７  男性に家仕、子学に、介弁、地地家地に関関を高にすたう 、啓能や情情情情を行う

８  国や地方女政社のどの研研平にたに 、男性の家仕や子学に、介弁平の技能を高にす

９  男性に子学にや介弁、地地家地を行う をにの仲民（ すす すすやす ） かは に をううにす

１ ２  仕仕と 家家の両両のどの問問ににをに男性に相相にやうを窓窓を施をす  

１ １  にの他（ 具社積に）  

１ ２  特に必重のこと はのを  

１ ３  わごごのを  
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＜ドドややや す す ・ ドドドドやや（ Ｄ（ ） のどににをに＞ 

問１２ にのをは 、 Ｄ（に関うす次のこと ににをに愛に にをのうご。（ ○ はをは にすす）

１  年配研や恋人のど親親の関関の人ごご受をす暴協を、 をわのす、 ドド ややや す す ・

ドドドドやや（ Ｄ（ ）」 と 呼ぶこ と  

２  Ｄ（には、殴す、蹴すのど女社積暴協ををすのは 、精精積・ 性積暴協す含のにすこと

３  Ｄ（被被研を支支うすをにに、法法（、 年配研ごごの暴協の防中普こ被被研の保弁に

関うす法法」） に制方のににをすこと  

４  県に施設ににをす年配研暴協相相支支セやセやににをに、相相や被被研の一労保弁

を行に にをすこと  

５  Ｄ（を受をにをす研を能見にを研は、年配研暴協相相支支セやセや又は警警に社情

うすたう 努にのをにばのごのをこ と  

６  にの他（ 具社積に）  

７  愛ごのを  

問１３ にのをは 、 Ｄ（ににをに相相すにす窓窓ににすこ と を愛に にをのうご。  

（ ○ はをと に）

１  愛に にをす→（ １ ） の

２  愛ごのを  

（ １ ）  相相すにす窓窓ににをにどのたう のと こごを愛に にをのうご。（ ○ はをは にすす）

１  年配研暴協相相支支セやセや（ 愛愛県男性相相セやセや）  

２  ウや ・にをち（ 愛愛県男性愛愛セやセや）  

３  市役市、市市役職  

４  警警 

５  県民の地社や機関（ 県民でシ ・セや、弁弁弁社のど）  

６  法国法、人人人弁人国、法やクや  

７  にの他（ 具社積に）  

109



問１４ にのをは 、Ｄ（、セすでで や・・ セクやドやす ※、性性性、売買売のどを防中うす

をにに何に必重をと 思をのうご。（ ○ はをは にすす）

１  法法・ 制制の面す見見にを行う （ 罰罰の強強のど）  

２  性性の取に 締のに を強強うす  

３  捜調や裁裁すの性当研に男性を増やうのど、被被研に届をやうをたう にうす  

４  ドメや や（ 放放、抽出、新聞のど） を家登にに、広情・ 啓能家地を積積積に行う

５  被被研のをにの相相窓窓や保弁施施を整整うす  

６  家家や学学ににをに、男男平平や性ににをにの学学を充実のさす  

７  社被研に対うすすウやセす やすや更更を促うすすすクすを実施うす  

８  職職すの男男の人人に軽軽のにのをたう に、管理研の人人学学を図す  

９  ドメや やに女主積に倫理倫方を強強うす  

１ ２  こにごを助首うすにににのにす情情（ 雑雑、 でやコで やセやココ すのど） を取に

締のす  

１ １  にの他（ 具社積に）  

１ ２  特に対施の必重はのを  

１ ３  わごごのを  
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＜男男男男男男社社ににをに＞ 

問１５ にのをは 、次ににげす男男男男男男社社※に関うす言言を愛に にをのうご。  

（ ○ はをは にすす）

１  男男男男男男社社基男法 

２  男子性性女女女女 

３  ・ポやや ク・ やすでで や（ 積積積改積積設）   

４  ポシ やジや（ 社社積性性）  

５  男男男登機社男平法 

６  すやす ・ ク ドコ ・ ドクやや（ 仕仕と 家家の調調）  

７  にの他（ 具社積に）  

８  愛ごのを  

問１６ にのをは 、男男男男男男社社を推推ににをは をにに、行県は今今どのたう のこ と

に協を入ににをは るにをと 思をのうご。（ ○ はをは にすす）

１  法法・ 制制の面す見見にを行う  

２  県政や行県のどににをす県施方方の職に、男性を積積積に登登うす  

３  県民企就・ 地社平の管理職に男性の登登に推むたう 支支うす   

４  職職ににをす男男の男平の取取をににをに周愛周周に図ごにすたう 企就平に働にごをす

５  労働労民の労大や、現在在国、柔柔の労働労民制制のど、男性す含にを働に方の

見見にを推にす  

６  子学にや介弁中すにに にす仕仕に続をごにすたう 支支うす  

７  子学にや介弁平すをに をん仕仕を辞にを人の再就職を支支うす  

８  保学の施施・ ややややや、高高研や病人の施施や介弁ややややを充実うす  

９  学学や家生学学のどの職す男男の平平と 相相の理理や協協ににをにの学慣を充実

うす  

１ ２  男性や男性の家に方に関うす情情情情や相相のどの職を充実うす  

１ １  広情雑やはやコ ドす すのどす、男男の平平と 相相の理理や協協ににをに、Ｐうす

１ ２  にの他（ 具社積に）  

１ ３  特にのを  

１ ４  わごごのを  
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問１７ にのをは 、男男男男男男を推推うすをにの家地活活施施すにす、 ウや ・にをち（ 愛

愛県男性愛愛セやセや）」（ 名名名市名名） を愛に にをのうご。（ ○ はをと に）

１  非登にをこ と ににす  

２  非登にをこ と はのをに、愛に にをす  

３  愛ごのを  

問１８ にのをは 、、 ウや ・にをち」 すは、今今どのたう のこと に協を入にす必重ににすと

思をのうご。（ ○ はをは にすす）

１  男男男男男男ににをに県県に広は 啓能うすをにのドすやすの充実 

２  男男男男男男に関うす愛意の普普を図すをにの講講、講講社のどの充実 

３  男性の抱えす問問に関うす相相仕就の充実 

４  市市市や男性地社、Ｎ、Ｎのどのの家地支支やすす すすやすかは に の充実 

５  男性にののうのの分分す家活うすをにの研研や講講のどの充実 

６  男男男男男男に関うす情情や書書、基基のどの収収・ 情情の充実 

７  男男男男男男に関うす調調研研仕就の充実 

８  関女の健健かは に に関うす仕就の充実 

９  にの他 具社積( に）  

１ ２  特にのを  

１ １  わごごのを  
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●回答を統家積に分分うすをにに、にのをご女女のこと ににをにに聞ごさは をのを。 

Ｆ １ 【 性性】（ ○ はをと に）

１  男性  ２  男性 

Ｆ ２ 【 年高】（ 平平２２年９月１日現現）（ ○ はをと に）

１ ２ ２ ～２９歳  ２ ３ ２ ～３９歳  ３ ４ ２ ～４９歳  ４ ５ ２ ～５９歳 

５ ６ ２ ～６９歳  ６ ７ ２ 歳歳上 

Ｆ ３ にのをのご 職就はのんすうご。（ ○ はをと に）

（   抽出休休・ 学育休就中の方す働をにをすすのと ののにには をのを。 ２に歳上仕

仕をに持ちの方は、主のすのをに答えは をのを。）  

女組就 

１  農農農就 

２  商商やややや就 

３  女理就 

４  農農農就 

家族家就研 ５  商商やややや就 

６  女理就 

７  管理職 ※男登研の方は、  

８  専専技技職 男登雇実すに答えは をのを。
男登研 

９  仕国職 

１ ２  労国職 

１  常在（ コ・セドす）  

２  非常在（ はやす、や・ドドすのど）

１ ２  主婦（ 主夫）  

１ ３  学家 無職 

１ ４  にの他の無職 

Ｆ ４ にのをは 、現現調結ににをご に にしをのうご（ 仕実結を含む）。（ ○ はをと に）

１  調結ににをす  →（ １ ） の

２  調結ににををに、死性・ 離性にを  

３  調結ににをのを  

（ １ ） にのをの年配研（ 夫又は妻） は、どのたう の働に方をににをのうご。（ ○ はをと に）

１  女組就   ※男登研の方は、  

２  家族家就研   

３  男登研  

４  無職  

男登雇実すに答えは をのを。

１  常在（ コ・セドす）  

２  非常在（ はやす、や・ドドすのど）
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Ｆ ５ にのをは 、未結のに子のんにをご に にしをのうご。（ ○ はをと に）

１  をす→（ １ ） の  ２  をのを  

（ １ ） に子のんは、次のどにににをに のうご。  

（ ２人歳上をごに にしす職愛は、ににはのす番番うるに）

１  就学就  ２  小学家  ３  中学家  ４  高学家  

５  大学家（ 労大、大学大を含む）   ６  専研学学・ 男各学学家   

７  就就ににをす   ８  にの他の無職 

Ｆ ６ にのをのご 家家は、次のどにににをに のうご。（ ○ はをと に）

１  単女世単（ １人）  ２ １ 世世世単（ 夫婦のの）  ３ ２ 世世世単（ 親と 子どす）

４ ３ 世世世単（ 親と 子どすと 孫）  ５  にの他 

Ｆ ７ にのをのに 住のをの地地はどちごすうご。（ ○ はをと に）

１  名名名地地 名名名市（ １ ６名）  

海海地名   （ 津津市、愛愛市、弥弥市、七七市、美調市、甚甚甚

市、大政市、蟹蟹市、飛津市）  

尾尾愛海地名 （ 一一市、稲稲市）  

尾尾中海地名 （ 清清市、北名名名市、豊豊市、売日市）

尾尾北海地名 （ 売日春市、犬豊市、蟹江市、小小市、岩岩市、大窓

市、扶扶市）  
２  尾尾地地  

尾尾名海地名 （ 瀬瀬市、尾尾尾市、豊豊市、日推市、名東市、首長

相市）  

愛多地名   （ 半半市、常常市、名海市、大都市、愛多市、阿長阿

市、名東市、江愛多市、美美市、武豊市）  

豊半社豊地名 （ 豊半市、三三市）  

岡岡岡半地名 （ 岡岡市、幸半市）  
３  愛三西地地 

衣東名海地名 （ 碧江市、刈刈市、安安市、愛両市、高美市）  

愛尾西西地名 （ 愛尾市、一一市、吉吉市、西西市）  

新安北施新地名（ 新安市、施新市、名東市、豊豊市）  

七宝地名   （ 豊豊市、蒲蒲市、音音市、小小春市、御津市）  ４  名三西地地 

豊豊半豊地名 （ 豊豊市、半豊市）  
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最今に、愛愛県の男男男男男男の推推に関うす施施や男男男男男男社社ににをに、 ご

意見にごうをのにをご、 ご女理にご記入は をのを。  

質問は歳上すう。  

ご 協協をををに、誠ににに にと う ごうをのにを。  
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